
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        3 歳 さくらぐみ      

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

木育『 木と一緒に遊ぼう、ひびかせよう 』 

 

＜テーマの理由＞ 

・戸外遊びでは自然物を遊びの素材として用いて様々なごっこ遊びへ発展させる等、当初より関心の強さが

見られる 

・木材の香りや感触などの五感を刺激しながら「次はこうしてみよう」等、創造性豊かに遊ぶ力を育む 

・園の特色として木育を積極的に取り入れている 

「園庭はないが、四季折々の自然物に触れ、五感を刺激しながら遊べるように、毎日近隣の大きな公園へ出

掛け、自然の中でのびのびと過ごしている」 

 

２ 活動スケジュール 

・7 月 29 日（火）【森と市庭】より講師を招き、木工体験【マルタネット作り】や作成後の楽器演奏、木

製玩具【かんな節プール・マキンバ（木琴）・大型ブロック】等、木育活動・ワークショップを実施。参加

を通じて五感を刺激し、豊かな感性を育む。また木をはじめとした自然を身近に感じ、興味・関心を深めて

いく。 

・戸外散歩の中で遊びに使えそうな自然物を探して拾い、さまざまな遊びへと発展させていく。 

※子どもが発想の中心となるよう心掛け、環境設定等を行う 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

【準備した物】 

☆マルタネット作り   

・作業台 3台 

・絵の具 

・タンポ/筆 

・新聞紙 

・丸太板 

・ゴム 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

☆マルタネット作り（素材を使い、体感する） 

・丸太板部分はタンポや筆を用いて絵の具での色塗りを行う。乾燥後、2枚の丸太板にゴムをつける。 

・3.4 歳児完成後、2クラスで歌【かえるのうた】を歌いながら楽器演奏を楽しむ。 

☆木製玩具(素材を知り、遊ぶ) 

☆木製玩具広場 

・マキンバ/かんな節プール/大型ブロック 

（森と市庭より持参） 

・ブルーシート 3枚 

 



・マキンバ・かんな節プール・大型ブロックの 3 か所に分かれて遊ぶ。 

・それぞれの遊びの中で木の温もりや香り、手触りの心地よさを味わう。 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

 

① 木工体験の際、タンポと筆を用意し、どのように色付けするか子どもたちの様子を見守った。大胆に一

色で塗りきる子や筆に複数色をのせて塗り込む子と姿はさまざまであった。また途中で絵の具の色と色

が重なると、混ざり合った偶然の色味の美しさを「きれいだね」と子ども同士で共有することも楽しん

でいた。 

② 作品が完成し、ゆり組とのセッションの際には「○○くん・ちゃんの楽器だよ」と互いに見せ合いなが

ら自分がつくったマキンバに愛着を持ち、繰り返し音色を鳴らしていた。 

③ 木製玩具の設定された保育室内は、使用木材【ヒノキ】の香りがいっぱいに立ち込められ「爽やかな香

りがする」「落ち着く、いい匂いだね」等、嬉しそうに知らせている。 

④ マキンバ（木琴）では最初に保育者が手本を見せると、子どもたちなりに力加減を調整しながら繰り返

し音を鳴らしている。暫くすると「ドレミの歌になるかな？」と鍵盤部分を音階ごとに並べる姿も見ら

れた。 

⑤ 大型ブロックでは、乗り物に見立てては黙々と長く連結する子や高く積み上げて建物を作り上げる子等、

イメージを形にすることに夢中な姿が見られた。途中からは、友だちと作品を合体させて共同作業を楽

しんでいる。 

⑥ かんな節プールでは木くずのかんな節へ全身を沈めたり、身を包んだりして感触を楽しんでいた。ダイ

ナミックに遊びこむ子どもたちだったが、暫くすると「木ってあったかいんだね～、お風呂に入ってい

るみたい」「玉ねぎの皮に似ている」等、自ら気付いたことを他児や保育者へ話したり子ども同士のやり

とりの中【お風呂・お布団ごっこ・トンネル遊び】等へ発展させて遊び込んでいる。 

☆遊びの先頭が大人ではなく、子ども主体になっている場面が多く見られ、その時々の好奇心で揺れる心

の動きがダイレクトに遊びへ反映されている様子だった。長時間遊び込む子が増え、保育者の声掛けも減

り、一緒に遊ぶ中で会話や共感に溢れるひと時となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・【自然物】と【道具】の違い 

道具には元々役割が決められているが、自然物にはそうした決まり・縛りがない。 

自然物を遊びの素材として、それをどのようにして見立てれば「面白くなるか」「楽しくなるか」夢中にな

って遊びこむ子どもたちの姿からは潜在的に分かっているように感じ、自身の固定概念でカチコチに固ま

った「遊び方」を反省した。 

また具体的に見立てずとも、自然物そのものが持っている手触りや安心感は、それを手にしているだけで

満足・充実感を味わう子どもたちの生き生きとした姿が印象的だった。 

今回の経験にとどまることなく、戸外散歩時の探索遊びなどへ繋げていけるよう働きかけていきたい。 

 

 

その後の姿 

・今回使用した玩具はすべて、戸外で身近に目に留めている木を原料にしていることを伝えると「（玩具と）

おんなじ木は生えているかな」「木ってこんなにあったかいんだね」等、日常会話にも木の話題が上がるよ

うになっていった。（木の表皮に触れて手触りや温度を確かめている様子） 

・木そのものに関心が高まるようになってからは散歩時にも観察を楽しみながら歩行できるようになった。

また葉っぱの色合いや枯れ具合で季節の移ろいを察知し、木が生み出した自然色の鮮やかさ・美しさにも興

味が派生していった（○色が大きいね、枝しか残らなくなっちゃったね、寒そう、マフラーで温めてあげた

いね等） 

・足元に落ち葉がたまる頃には、夢中でかき集めた落ち葉を「かんな節プールみたいだね」「柔らかいから

落ち着くね」等、前回ワークショップの経験を振り返りながら夢中で遊ぶこむ姿が見られていた。子どもた

ちの姿から発表会の題材を絵本【もりのおふろ】にし、劇遊びに取り入れることとなった。これまでの興味・

関心が劇中で存分に活き、目には見えない物語の世界観のなか、自由な表現遊びを楽しむことができた。 

・自由遊びの際、木製玩具が破損した際には「木はあったかくて生きているから、怪我もするよね」等、子

どもたちなりに力加減を学ぶ様子もあった。 

 

 

 

 

 

 



とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        3 歳 さくらぐみ      

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞木育遊び（トムテさんと遊ぼう） 

木製玩具に触れ、五感を刺激しながら遊ぶ。 

手触りなどの心地よさから身近に感じ、様々な遊び方に発展させて遊ぶことを楽しむ。 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・前回の木工体験・木育活動以降、木そのものや原料にした身近な事物、そこから派生していった自然遊び

（落ち葉でのお風呂ごっこを経て発表会では表現・劇遊び【もりのおふろ】を経験した）等、あらゆる場面

に興味・関心の深まっている様子が見られている 

・木材の香りや感触などの五感を多様に使いながら「次はこうしてみよう」等、創造性豊かに遊ぶ力を育ん

でもらいたい 

・園の特色として木育を積極的に取り入れている 

「園庭はないが、四季折々の自然物に触れ、五感を刺激しながら遊べるように、毎日近隣の大きな公園へ出

掛け、自然の中でのびのびと過ごしている」 

 

２ 活動スケジュール 

・1 月 29 日（火）木製玩具のスペシャリストの外部講師を招き、世界から厳選された良質な積み木や木製

玩具に触れて遊ぶワークショップを実施。参加を通じて五感を刺激し、豊かな感性を育む。 

保育士自身も遊びを通じて子どもの主体性や五感・愛着を育む保育を検討する。 

また木をはじめとした自然を身近に感じ、更なる興味・関心へと繋げていく。 

※子どもが発想の中心となるよう心掛け、環境設定等を行う 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

【準備した物】 

 

 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

外部講師持参の様々な木製玩具を保育室に設置。遊び初めの導入は最小限にし、子どもたち一人ひとりが思

い思いに玩具を手に取り遊びに向かっていく様子を見守るようにした。 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

① 乗り物のハンドル玩具の傍には椅子を用意し、子ども同士のやりとりの発展性を見守った。順番待ちの 

間にも乗客役と運転手役それぞれになりきることを楽しんでおり【動物園バス→遠足・バスツアーごっこ】

・3 階保育室を開放し玩具を搬入した。 

・様々な木製玩具（講師持参） 

 



等へ発展させ続ける様子があった。クラスの枠組みに囚われる様子はなく「次の運転手さんは○○くんね」

「どこまでいこうか」等、自然な関わり合いが見られていた。 

②講師が積み木を積み上げて、大型作品を作っていると「何を作っているの？」と興味津々で尋ねては眺め

ている。その問いかけに講師は敢えて答えず、質問する子どもたちのイメージに委ねる姿があった。「ロボ

ットのお母さんかな」「赤ちゃんロボットも作ってみよう」等、S 児は講師の組み立て方を見ながら隣り合

って積み上げて遊び始めていた。 

③講師の作った大型作品の積み木を一本一本慎重に引き抜く K 児。ジェンガのようなゲーム式で遊ぶ本児

の姿を見た他児が集まってくると、２～３人で遊び始めている。力加減を誤り、積み木がすべて崩れると

「もう一回積み上げてみようよ」「今度はもうちょっとゆっくり抜いてみよう」等、遊び方に試行錯誤する

姿が見られている。 

④動物型のぬいぐるみを見つけると「かわいいね」「抱っこしてあげようか」等、愛着を持った様子で抱き

かかえている。保育室内にはままごと用の人型人形はあったが、動物はなかったためそれもまた新鮮だった

のではないかと感じる。 

⑤線路・乗り物コーナーには真っ先に子どもたちが駆け寄り、黙々と走らせたり線路沿いには積み木で駅の

ホームや家・ビルを思い思いに作っている。普段の遊びでは、ある程度遊ぶと周辺で走り回るなど落ち着き

のない姿が見られるが、抽象的な木製玩具・素材を一人ひとりの見立ての世界観に反映させて 1 時間半程

度集中して遊び込んでいた。 

☆普段、中々遊びが見つけられず保育室内で駆けまわるような子どもたちも、足元に広がる積み木・木製玩

具の世界に没頭して遊び込む様子や、玩具を意識して走り回ることなく遊ぶ姿が印象的であった。子ども

が遊び込む環境には、継続して遊び込める玩具の量や遊びのきっかけとなる玩具素材の置き方・環境設定

がとても重要であることを感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

普段から子どもたちにとって木を原料にした木製玩具は身近な存在であったが、子どもが閃いたイメー

ジによる発言・発信が広がっていく様子や、友だちが夢中になって遊ぶ姿がよい刺激となり、継続して遊ぶ

様子が印象的であった。木がより身近で大好きな存在になったのではないかと感じる。 

また遊びが見つからないと保育室内を走り回る等、中々落ち着いて過ごすことの難しい子も、周辺玩具を

壊さないよう慎重になりながら次の遊びに移ろうとする様子があった。玩具を混ぜ合わせないよう遊びを



促すこともあったため、遊び方の固定観念に固められているのは自身であることを反省させられた。何より

本物に触れることや、長期的に遊び込むためには充分な玩具・素材の量も大切であることを再認識した。 

今後も子どもたちにとって将来的に木・樹（自然環境）と結びついた行動・暮らしができるように段階的・

継続的なステップの一歩として、継続的に全身・五感を使って体験できる木育活動を取り入れ、丁寧に関わ

っていきたい。 


